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1　は　じ　め　に

不耕起直播は，省力・低コスト効果が高いことや降雨に

ょる播種作業の制約が少ないこと，さらに，排起・代かき

作業による土壌構造の破壊がないために地耐力の向上がは

かられることなどから透水性が低い土壌タイプの大区画水

田では有効である。しかし．施肥については．通常，播種

時に施用した基肥の速効性窒素の大部分は，硝酸化成作用

により硝酸態となり，出芽までに流亡脱窒することから，

水稲による利用率は著しく低下することが知られている1）。

そのため．不排起直播栽培では利用効率が高い施肥技術の

確立が課題である。近年，窒素の溶出が温度に依存しなが

ら持続し，硝酎ヒ成作用を受けにくい肥効調節型肥料が開

発され，直播水稲でも施肥効率が著しく向上することが報

告されている2日）。そこで，本報では，強グライ土の不

耕起直播水稲における肥効調節型肥料の施肥効果を確認す

るとともに，施肥位置の違いによる影響について検討した

ので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1991年

（2）試験圃場：八郎潟干拓地内の秋田農試大潟農場のダ
イズ作後の輸換2年目水田（細粒強グライ土）

（3）供試品種：あきたこまち
（4）栽培法：不排起折衷直播（小型管理機による播種満

にカルパー粉衣籾を300拉／臆播種した後，10mm程度覆土）
（5）播種，施肥，潅水時期：播種∴施肥は5月1日に行

い，5月10日に踵水した。
（6）基肥の種類と施肥位置：肥料は硫安と肥効調節型肥

料（被覆尿素；LPlO0日）を用いた。施肥位置は，表面施
肥と側条施肥（播種満の2Ⅷ側へ3cmの深さに粂施）とし
た（図1）。

仰　施肥窒素利用率の測定：硫安区の基肥はN4，

粉衣籾

区＝　基肥の施肥位置

P2054，K204kg／10a相当量を－5N硫安，PK化成で
施用し，2匝lの追肥は各N2kg／10a相当量をHN硫安で
施用した。披覆尿素区の基肥はN8，PZ054，K24kg

／10a相当量をlSNを含む被覆尿素，PK化成で施用し，
追肥は省略した。施肥はいずれも50皿×60cmの枠内で行い，

水稲体のHN濃度は発光分析法により測定した。

3　試験結果及び考察

（1）生育経過

図2に茎数の推移を示した。7月上旬の茎数は肥料形態
の違いにかかわらず．表面施肥区よりも側粂施肥区で多かっ

た。しかし，それ以降は硫安区に比べて被覆尿素区で多く
推移しており，棟数は，被覆尿素・側条施肥区＞披覆尿素・
表面施肥区＞硫安・側条施肥区＞硫安・表面施肥区の順で

あった。

図2　基肥窒素の形態と施肥位置が茎数に及ぼす影響

（2）水稲の窒素吸収経過
図3に水稲の窒素吸収量の推移を示した。窒素吸収量は，

いずれの時期も被覆尿素・側条施肥区＞被覆尿素・表面施
肥区＞硫安・側条施肥区＞硫安・表面施肥区の順に推移し

た。表4には，基肥窒素利用率の推移を示した。両形態と
も，利用率は表面施肥区に比べて側粂施肥区で高く推移し
た。硫安由来窒素の利用率は．7月中旬頃に最も高くなり、

それ以降はしだいに低下した。一方，被覆尿素由来窒素の
利用率は，7月上旬までは硫安由来窒素よりも低いものの，
その後成熟期までゆるやかに上昇した。その結果，表1に

示すように，成熟期における被覆尿素由来窒素の利用率は，

側粂施肥区で66％，表面施肥区で50％に達し，基肥硫安由
来窒素の側条施肥区19％，表面施肥区8％に比べて著しく
高かった。硫安由来窒素の利用率が低下した原因としては．

一71－



東北農業研究　第46　号　（1993）

これまでの報告日と同様に，アンモニア態窒素の大部分が

謹水までの期間に硝酸態に変化し．潅水とともに流亡脱馨

したためと考えられた。また，硫安区における追肥窒素の

利用率は，表面施肥区，側粂施肥区ともに，ほぼ60～70％

の範囲であり，慣行の移植水稲における追肥窒素の利用率

とはば一致した。しかし，硫安区では基肥由来要素吸収量

が少ないために，総窒素吸収量では被覆尿素区に及ばなかっ

た。総窒素吸収量は．被覆尿素・側条施肥区＞披覆尿素・

表面施肥区＞硫安・側条施肥区＞硫安・表面施肥区の順で

あった。直播水稲における基肥窒素の利用率について，こ
れまでの報告によれば，男ポク土の不耕起直輔における播

種籾直下施肥の場合，硫安由来窒素8％，被覆尿素由来窒
素63％であった2）。また，黒ポク土の湛水直楢における全

層施肥の場合，硫安由来窒素18％，被覆尿素由来窒素40％

であり3），いずれも被覆尿素由来窒素の利用率は硫安由来

窒素に比べて著しく高く，本試験の結果と同様であった。

図5には，各区におけるポ当たりの穂垂を示した。被覆

尿素・側条施肥区の値を100とすると被覆尿素・表面施肥

区で95，硫安・側条施肥区で75，硫安・表面施肥区で63で

あり，被覆尿素区では追肥を省略しても増収効果が高かっ
た。

4　ま　と　め

担い手不足が大きな問題となる今後のわが国農業おいて

は，省力・低コスト効果が高い水稲直播栽培体系の確立は

とりわけ重要な課題である。本報では，肥効調節型肥料を

利用した効率的な施肥技術を検討した。その結果，これま

での報告と同様に，被覆尿素由来窒素の利用率は硫安由来

窒素に比べて著しく高くなるために，増収効果が高いこと

を認めた。また，劉巴肇素の施肥位置では，側条施肥が表

面施肥よりも利用率が高いことを明らかにした。
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7月　　　　8月　　　　9月

図3　基肥窒素の形態と施肥位置が
窒素吸収量に及ぼす影響

7月　　　　8月　　　　9月

図4　基肥窒素の利用率の推移

被覆尿素被覆尿素　硫安　　硫安
側条　　表面　　側条　　表面

図5　基肥窒素の形態と施肥位置が穂重に及ぼす影響

表1基肥窒素の形態と施肥位置が直播水稲の窒素吸収に及ぼす影響

成 熟 期 窒 素 吸 収 員 （N g ／ ポ ） 成 熟 期 窒 素 利 用 率 （％ ）

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　 追　 肥 追　　 肥

上 境　　 基 肥　 幼 形 期 】） 滅 分 期 2〉　　 計 基 肥　　 幼 形 期　　 減 分 期

被 覆 尿 素 ・側 条 施 肥 区　　　 9 ．6 7　　 5 ．2 5　　　 0　　　　 0　　 14 ．9 2 6 5 ．6

被 覆 尿 素 ・表 面 施 肥 区　　　 8 ．2 9　　 4 ．0 2　　　 0　　　　 0　　 12 ．3 1 5 0 ．3

硫 安 ・ 側 条 施 肥 区　　　 7 ．7 1　　 0 ．7 7　　 1 ．24　　 1 ．3 6　 1 1 ．0 8 19 ．3　　　 6 2 ．0　　　 68 ．0

硫 安 ・ 表 面 施 肥 区　　　 7 ．5 7　　 0 ．3 4　　 1 ．2 1　 1．3 1　 10 ．4 3 8 ．4　　　 6 0 ．5　　　 6 5 ．3

1　　 、／

2）減数分裂期
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